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行田市と田尻研究室の目指すトコロ 

研究分析  ファシリテータ役 
         （取りまとめ） 
地域密着のコンサルタント 

居住者としてまちをより良く！ 

市民の声・大学の意見を 
施策に反映！ 

様々な情報を提供・共有 

大 学 行 政 協働の輪！ 

市 民 
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共同で行田市のまちづくりを推進 



行田市のまちづくりの歩み 
 

  平成２３年   第５次行田市総合振興計画 
 

  平成２５年   行田市都市計画マスタープラン 
 

  平成２６年   行田らしいまち並みづくりと 
              にぎわい創出基本計画を策定 
 

  平成２７年   秩父鉄道周辺地区都市再生整備計画 
                           (５ヶ年)の策定                  
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意識調査とまちにぎＷＳで今後のまちづくりを検討 



行田市の課題 

        転出者が多い・中心市街地に活気がない                                                 
 

        来訪者が少ない・お客が少ない 
 

        市民のまちづくり活動への参画意識が低い 
 

        景観指針がなく不統一                                  

【定住人口】 

【交流人口】 

【市民参画】 

【まち並み】 

意識調査やまちにぎＷＳにより 
課題解決へ向けた活動を模索 
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課題解決に向けた平成２８年度の取り組み 

市民 
 

意識調査 

来訪者 
 

意識調査 

まちにぎ 
 

ＷＳ 
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洋館・八幡通りの整備項目を検討 

 

市民主体組織の必要性を把握 

 
各観光エリアの整備箇所を検討 

 

要望を把握  来訪者増加の促進 

 
平成２７年度ＷＳの内容から「緑化活動」 

 

「空き店舗活用」「その他」の活動方針を検討 

【市民参画】 【まち並み】 

【定住人口】 【交流人口】 【市民参画】 【まち並み】 

【交流人口】 【まち並み】 【定住人口】 



調査範囲・場所の俯瞰図 
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     八幡通り     コミュニティ道路の歩行者の安全 

     洋館通り     建築物などの修景整備・緑化整備 

   隣接していない   建築物などの修景整備・街路整備 

 

 

   

市民意識調査エリア別まち並み整備評価 

   

※コレスポンデンス分析 

八幡通り洋館通り

緑化整備

空き地の活用

景観ルールによる

色彩

案内表示と誘導
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建築物などの修景整備
石畳などによる歴史的

街路整備

コミュニティー道路による

歩行者安全の確保

通りに隣接していない ：整備項目 

：各通りと周辺の   
 自治会 
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凡例 



来訪者意識調査エリア別の観光課題 

   

         忍城周辺          移動手段の充実   
      古代蓮の里周辺     企画展示・文化体験の場 
        石田堤周辺      観光案内の整備  
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凡例 ：観光スポット
：観光が良くなる為に必要なもの
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中心市街地エリア

行田市内を巡る
移動手段の充実行田市への公共交通

市街地南エリア

博物館や展示館の充実

観光案内を

わかりやすくする

飲食店の充実

伝統的な文化を

体験できる施設の充実
宿泊施設の充実

名産品やお土産を買える場所の充実

その他

南エリア

※コレスポンデンス分析
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市民・来訪者意識調査のまとめ 
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         来訪者の移住意向 約２割 
 

         セカンドライフの環境整備で定住促進 

         中心市街地 移動・交通手段   少  
 

         田んぼアートのコラボイベント 満足率   高 

        八幡               必要性 
        洋館               協力意向  

【定住人口】 

【交流人口】  

【市民参画】 

                           緑化整備 
 

                           歴史的街路整備 
【まち並み】 

通り 市民主体組織  高 

歴史・緑あふれるまち並み 



意識調査で得られた結果の活用方法 

今後も継続して意識調査を実施 
 

ＷＳの参加者へ周知・誘致 
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  ■ 市民・来訪者   意識の変化を５ヶ年継続調査 
 

  ■ 調査で得られたデータ   ＷＳなどで活用 
 

  ■ ＷＳの有効性   市民・来訪者ともに理解 
                市民のＷＳ参加率は低い傾向あり 



最終目標   市民主体による市民のためのまちづくり 
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ＷＳ事業のスケジュール(５ヶ年) 

試験的事業の検証 

市民主体組織の必要性の共有 

市民主体組織のあり方の検討・設置 

試験的事業の設定と着手 

試験的事業の運用 

１年目 

３年目 

４年目 

５年目 

今年度 
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平成２８年度ＷＳでの取り組み 

 ﾜｰｸ：市民主体組織の活動内容の検討 
 

     協力体制の構築  第１回 

 ﾜｰｸ：市民主体組織の活動方針の決定 
 

          緑化ｲﾍﾞﾝﾄの模索 空き店舗ｻﾎﾟｰﾄ体制の構築 第３回 

 ﾜｰｸ：ＷＳの総括・緑化活動の具体化 
 

     緑化箇所・ﾙｰﾙの設定 市民と専門組織で活動 第４回 

 ﾜｰｸ：活動内容から想定される“課題”と“解決策” 
 

         事前調査が必要 活動方法の検討 第２回 

市民主体組織のあり方の検討・設置 



平成２８年度ＷＳの結果 
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緑化活動の具体的事業の着手  活動への参加者選定 

 

          緑化活動 
          空き店舗活用 
          その他 

平成２８年度WS 

平成２９年度WS 

市民主体組織の必要性の共有 

平成２７年度WS 

市民主体組織の 
活動方針を検討・設置 



地域の元気は私たち市民から！ 
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市民主体組織が成長するにつれて 
まち全体が元気になっていきます！ 

行田市全体 

清掃活動 

まち全体の 

イベント 

時間 長期 短期 

活
動
規
模 

小 

大 

今はまだココ 
緑化活動 



言いっぱなし    あとは行政（ほかの誰か） 

知恵と工夫   自分たちで出来ることから 

まず実績   助成金・補助金は実績主義 

自分もみんなも   地域全体がレベルアップ 

環境のせいにしない   誰も救ってはくれない 

…ではなく 
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元気に伸びる「まち」の特徴 

み
ん
な
が
当
事
者 



Tajiri Research Institute 

みなさんのチカラで行田を元気に！ 

 

ワークショップは来年度以降も 

継続して実施します！ 



 

以上で終わります 

 

ご静聴ありがとうございました 
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